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天よ、露を滴らせ。雲よ、正義を降らせよ。 

大地よ、開いて救い主を生み、正義の華を咲かせよ。 

                    阿倍野・田辺・平野教会  司祭（阿倍野居住） 山本英明  

 

グレゴリオ聖歌の時代から歌い続けられている待降節の聖歌。聖ボナヴェントゥー

ラはこの「地が開いて、救いが実を結ぶように」（イザヤ 45・8）の「地」こそ、マリア様

だと説いています。マリア様が「あなたは男の子を産む」という知恵を誇る人間には

受け入れ難い神様のみ言葉を、人間としてはじめて全身全霊をもって受け入れた。

それは大地が音を立てて開くような出来事であったというのです。人間が神様のみ

言葉に開かれる。それはまさに大地が割れるほどの出来事。頑なに神様のみ言葉

に全身全霊を閉ざしていた、ビクともしない固い大地のようであった人間が天に向か

って開いたのです。人間にとって信仰の始まり、救いの始まりは天変地異に譬えられ

ていいほどの出来事。からし種、一粒ほどの信仰があれば山を動かせるというみ言

葉に通じます。 

降誕祭は神様のみ言葉が天から降り、人間が受け入れ、イエス様が誕生した救

いのはじまりを祝う祭日。人間の知識を頼みとし、偏った言葉に意固地になり、神様

ではなく他人を怖れる。「男を知らない女性が子供を産む」や「死んでも生きる」、そ

の他、人間の知識では受け入れられない神様のみ言葉を受け入れてもいないのに、

神様のみ言葉の誕生が喜べますか？ 

実際に私たちにはからし種ほどの信仰もないでしょう。あれば山も動かし、地も揺

れ動きます。しかし、神様のみ言葉に救いがあることぐらいは気づいていなければ降

誕祭はなんのお祭りかさえわからないのではないですか。すごいお祭りですよ。 
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11 月の評議会より 

 

報告事項  

① 阿倍野フェスタも無事終わり、フェスタの報告がありました。  

② 11/4 小教区合同慰霊祭を行いました。納骨が 1 件ありました。 

③ 信徒奉仕職に関する通達が大司教区 HP、カトリック時報に掲載されています。 

④ 不用品を教会に置いて行かないでください。 

⑤ 子ども会は芋ほりを実施しました。11/11 は子どもの成長を祝うミサになります。 

⑥ 10/28 会計監査を行いました。 

⑦ 道路に面した掲示板の修理を行います。 

⑧ 12/9 待降節黙想会を実施します。 

討議事項  

① 今年度の成人の祝いは 1/27 です。前日 13:00 より準備を行います。 

② 今年度病者の日にちなむ講話は行いません。 

③ 来年度の教会使用グループのルール違反に対して使用取り消しを行います。閉

門時間を早めることも考えています。 

④ 評議員の選出について議論を開始しています。 

⑤ 予算・活動計画の立案を開始します。 

※詳細は議事録をご確認下さい。 

評議会  

 

 

国際協力の日  焼き鳥「阿倍まりあ」出店  

 

  10月 21日、カテドラル(玉造 )で開催された「国際協力の日」に焼き鳥「阿倍まりあ」

を出店しました。フィリピン・ベトナム・ペルーの店舗のほか文化・福祉団体など全 47

店。快晴に恵まれ、舞台では歌・演奏・ダンスなど多彩な出し物が続き、国際色豊か

な交流会となりました。 

 今回の店舗は入り口近く、生野教会の「チヂミ」と隣り合わせ。ミサが終わって続々

と人の流れ。両店の前に行列ができました。昨年は 300 本が早々に完売したため今
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回は 400 本を用意しました。「お持ち帰り どうぞ。10 本 500 円  20 本 1000 円  おい

しくてメツチャ安いですよ !」の掛け声が効いたのか、10 本、20 本のお客が続々、30

本の人も 2 組。おかげさまで早々に完売しました。並んでいる方々に謝る始末でした。

スタッフは「来年は 500 本やろう」と話し合っています。収益金は支援活動に使いま

す。 

社会活動委員会  北川賢一郎  

 

 

福島復興支援報告  

 

皆様いつも震災復興支援募金にご協力いただきありがとうございます。11/11 の

募金額は下表の通りです。会津若松の復興住宅と福島県いわきし市の自閉症自

立サポート「スマイル」に支援物資を購入し送ります。東日本大震災から 7 年半が経

過した今でも 5 万人以上の方が避難生活を余儀なくされています。中でも福島第一

原発がある大熊町、双葉町は今も帰宅困難地域となっており、放射能漏れの影響

がいつまで続くかわかっていません。しかしながら仮設住宅閉鎖に伴い避難先で復

興住宅に移られる方や、避難解除地域の帰還者が少しずつ増え、復興の道のりは

この先も続きますが、ひとまず東日本大震災復興支援募金を終了いたします。  

約 7 年間に渡り皆様にご協力し

ていただき感謝いたします。今後

は社会活動委員会が行うコーヒー

ショップの一部収益金を福島復興

支援に使用いたします。東日本大

震災被災者を忘れることなく祈り

続けてまいりましょう。 

 

 

 社会活動委員会  

 

 

 

 

福島復興支援募金状況  

収入  

前回までの繰越金   46,865 円  

今回の募金  22,159 円  

合計  69,024 円  
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               １２月の予定  

キリスト教講座終了日   
実施日  時間  内容  終了日  

木曜日  10:00～11:00 聖書講座  12/13 

土曜日  14:00～15:30 入門講座  12/1 

日曜日  9:00～9:45 「聖書と典礼」による学び 12/2 

日曜日  11:30～12:30 マザーテレサの言葉を味わう 12/2 

朝の祈り 主日ミサ前「教会の祈り」を行います。 

おにぎり作り 火曜日 14：00 ※12 月は 12/11 迄 1 月は 1/8 から再開  

日付  ミサ 行事等  掃除  

12 月  2 日  （日） 待降節第 1 主日  あべのだより 12 月号発行  

評議会  12:30 

⑥ 

 5 日  （水）  大阪南朝祷会  10：00  

 7 日  （金） 初金ミサ 10:00   

 9 日  （日） 待降節第 2 主日  待降節黙想会  ⑦ 

 15 日  （土）   ① 

 16 日  （日） 待降節第 3 主日  

中国語ミサ 14:00 

  

 22 日  （土）   ② 

 23 日  （日） 待降節第 4 主日    

 24 日  （月） 主の降誕夜半のミサ 19:00 ミサ後ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨ  

 25 日  （火） 主の降誕日中のミサ 10:00  

 29 日  （土）   ③ 

 30 日  （日） 聖家族    

1 月  1 日  （火） 神の母聖マリア   

 4 日  （金） 初金ミサ 10:00   

 6 日  （日） 主の公現  あべのだより 1 月号発行  

評議会  12:30 

④ 

 


